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水素類似原子の波動関数 

 
 水素類似原子の波動関数をまとめておこう。 
 全体の形は、 
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であるが、最初の数個の波動関数を表 1に示した。 
最初の規格化定数の所には、Rnl(r) と球面調和関数 Yl,±m(θ,φ) に含まれる規格化
定数を抽出して書いている。 
 
表 1 水素類似原子に対するシュレディンガーの方程式の解 

n  l  m   名称   規格化定数       Rn,l(r)           Yl,±m(θ,φ) 
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                2px                                     sin θ cos φ 
2py                     sin θ sin φ 

 
＊表中の Rn,l(r)、Yl,±m(θ,φ ) の各々の規格化定数は省き、両方をまとめた積を「規
格化定数」の欄に記してある。 
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＊ψ2px = {ψ (2,1,+1) + ψ (2,1,-1)}/2,  ψ2py = {ψ (2,1,+1) - ψ (2,1,-1)}/2i   の形に
直して、見やすくしている。 

 
ちなみに、ルジャンドル陪関数（associated Legendre function）Pl

|m|(cosθ)は 
  P0

0(x)=1、P1
0(x)=cosθ、P1

1(x)=sinθ、 

2  1  ±1 （同じ) 
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P2
0(x)=(3cos2θ - 1)/2、P2

1(x)=3cosθsinθ、P2
2(x)=3sin2θ、など   
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である。 
 

 
 


